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天野聡志さんインタビュー
豊栄町のつるやファーム㈱P.3

就農を目指すあなたの応援団！
東広島で自分の描く就農イメージを最短！確実！にしていこう

P.4・5

P.6

園芸センター講座紹介
野菜生産講座、花き生産講座、果樹生産講座ほか

P.７

園芸センターを活用しよう
新規就農者育成研修生募集

P.8

20221

現地で就農候補地をチェックしましょう
農地相談チェックリスト

　やりたかった農業を職業にしたいと思った時、何から手をつけていいかわから
なかった。
　何を、どこで育てれば良いのか、そんな場所はあるのか、どこで売るのか、物流は
どうすればいいのか―。考えなくてはいけないことが山積みだった。
　そんな時、私の背中を押してくれるたくさんの応援団の存在を知ることができ
ました。すごく心強かったことを覚えています。もちろん、農業は自然相手なので、
強く自分を持っていないと出来ないことは分かってる。
　でも、ひとりじゃないと気づけた時、就農への道が開けていく。そんな道標に…。
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東
広
島
市
は
、
園
芸
振

興
の
既
存
生
産
者
の
生
産

規
模
の
確
認
及
び
具
体
的

経
営
指
標
の
作
成
、
園
芸

施
設
の
拡
大
に
係
る
コ
ス

ト
対
策
と
計
画
生
産
拡
大

を
目
指
す
た
め
、「
園
芸
振

興
班
会
議
※
」
を
毎
月
開

催
し
て
、
農
業
者
の
育
成

及
び
現
地
巡
回
を
行
な
っ

て
い
ま
す
。

　

令
和
３
年
度
か
ら
、
東

広
島
市
の
重
点
振
興
品
目

で
あ
る
「
白
ね
ぎ
」、「
な

す
」、「
ほ
う
れ
ん
そ
う
」

の
産
地
化
を
目
指
し
て
、

い
ろ
い
ろ
な
取
り
組
み
を

行
な
っ
て
い
ま
す
。

※「
園
芸
振
興
班
会
議
」

　

東
広
島
市
の
「
第
３
次
東
広

島
市
農
業
振
興
基
本
計
画
」
を

実
行
す
る
に
あ
た
り
、
関
係

す
る
機
関
・
団
体
と
連
携
し
、

社
会
的
に
も
経
済
的
に
も
農

業
・
農
村
の
持
続
的
な
発
展

を
実
現
す
る
た
め
に
、
東
広

島
市
農
業
振
興
戦
略
会
議
を

設
置
。
こ
の
中
に
、
分
野
別

に
効
果
的
・
効
率
的
な
施
策

を
実
施
す
る
た
め
に
、
園
芸

振
興
班
を
設
置
し
て
、
東
広

島
市
、
広
島
県
西
部
農
林
水

産
事
務
所
東
広
島
農
林
事
業

所
、
広
島
県
西
部
農
業
技
術

指
導
所
、Ｊ
Ａ
広
島
中
央
で
構

成
。

面
積
を
も
つ
西
条
盆
地
、

中
部
か
ら
南
西
部
に
か
け

て
は
比
較
的
平
地
に
恵
ま

れ
、
稲
作
を
基
幹
と
し
な

が
ら
、
園
芸
や
畜
産
な
ど

地
域
特
性
を
活
か
し
た
多

彩
な
農
業
が
展
開
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

東
広
島
市
は
、
北
部
に

緑
豊
か
な
中
国
山
地
が
連

な
り
、
南
部
に
陽
光
輝
く

瀬
戸
内
海
、
県
内
最
大
の

就
農
す
る
な
ら
東
広
島

　
東
広
島
市
に
は
、
農
業
や
暮
ら
し
に
い
い
も
の
、
い
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
。

そ
ん
な
東
広
島
の
魅
力
を
ち
ょ
っ
と
紹
介
。

2

作物例1「夏のトルコギキョウ」と
「冬のストック」

作物例2 「夏秋ミニトマト」と
「冬のほうれんそう」

　ハウスを利用してトマトを栽培すると、露地栽培
では出荷できない早期又は晩期の生産・出荷が可能
となり、収益を得られる時期を長期間確保すること
ができます。また、生育管理のコントロールがしや
すくなり、収量と品質が向上します。
　ほうれんそうは、鮮度が重視されるため県内市場
で有利に販売されており、軟弱野菜の中で最も消費
量が多く、また、播種から収穫までの期間が短く、
少ない面積で、年に4回くらい収穫できます。

　トルコギキョウは花持ちが良く、冠婚葬祭を中心
に人気が高く、夏の暑さにも強いのが特徴です。
　東広島市は、県内でも有数のトルコギキョウの産
地であり、県内だけでなく関東方面にも流通してい
ます。
　園芸センターの花き講座で、トルコギキョウ等の
栽培講習を実施しており、毎年、生産者の育成を行
なっています。
　この講座参加者が、２００４年にグループを結成す
るなど、現在約 40戸の生産者が約 1㌶で 25 万本を
栽培しています。トルコギキョウの消費拡大を目指
して、ブランド化を図ろうとＰＲ活動や新品種栽培
にも力を入れ
ています。 

2022

田園風景が広がる志和町豊栄町

福富町

東広島
豊栄

志和
河内

高屋

西条

黒瀬 安芸津

八本松

福富

「夏秋なす」と「秋冬白ねぎ」
　令和４年度は、新規就農者や担い手の育成のた
め、なすと白ねぎの生産と販売に力を入れていま
す。令和３年度に「夏に出荷するなすと、秋から
冬に出荷する白ねぎを組み合わせた就農プラン」
を策定し、年間を通
した出荷で所得３００
万円以上の生産者を
育成するための人材
募集及び育成を強化
しています。

推奨

なすと白ねぎ栽培塾

トマトのハウス栽培トルコギキョウの栽培
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―
さ
ま
ざ
ま
な
仕
事
が

あ
る
中
で
、
な
ぜ
農
業
を

始
め
よ
う
と
思
わ
れ
た
の

で
す
か
？

　

就
農
す
る
前
は
、
仲
間

た
ち
と
一
緒
に
「
つ
る
や

木
賃
宿
」
と
い
う
ゲ
ス
ト

ハ
ウ
ス
を
広
島
市
で
運
営

し
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で

多
く
の
経
験
や
人
と
の
出

会
い
の
中
で
、〝
農
〞
と
い

う
自
然
相
手
の
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
に
興
味
を
持
ち
、

皆
で
一
緒
に
農
の
事
業
を

し
よ
う
と
い
う
方
向
に
な

り
ま
し
た
。

　

―
農
地
を
豊
栄
町
に
決

め
た
き
っ
か
け
を
教
え
て

く
だ
さ
い
。
ま
た
農
地
の

確
保
に
至
っ
た
経
緯
も
教

え
て
く
だ
さ
い
。

　

一
緒
に
農
業
の
仕
事
を

し
て
い
る
仲
間
の
母
親
が

豊
栄
町
の
出
身
だ
っ
た
こ

と
で
す
。
農
地
は
、
仲
間

の
母
親
の
知
り
合
い
に
地

主
さ
ん
が
い
て
、
そ
の
方

が
土
地
を
貸
し
て
く
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
農

地
を
実
際
に
借
り
る
時
は
、

東
広
島
市
役
所
に
行
き
ま

し
た
。

　

―
豊
栄
町
で
農
業
を
し

て
よ
か
っ
た
こ
と
は
、
ど

の
よ
う
な
こ
と
で
す
か
。

　

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
よ
。

ま
ず
1
つ
は
、
人
が
温
か

い
と
こ
ろ
で
す
ね
。
地
域

の
人
が
親
切
で
、
農
地
は

比
較
的
借
り
や
す
い
の
で
、

農
業
が
や
り
や
す
い
環
境

で
し
た
。
あ
と
は
、
標
高

が
5
0
0
㍍
と
高
い
と
こ

ろ
に
あ
る
の
で
、
寒
暖
差

が
あ
り
、
夏
は
朝
晩
涼
し

く
過
ご
し
や
す
く
、
質
の

良
い
野
菜
が
採
れ
る
の
は

嬉
し
い
で
す
ね
。

　

―
つ
る
や
フ
ァ
ー
ム
で

育
て
て
い
る
野
菜
に
は
ど

う
い
っ
た
も
の
が
あ
り
ま

す
か
。

　

ハ
ウ
ス
栽
培
で
は
、
ほ

う
れ
ん
そ
う
、
ミ
ニ
ト
マ

ト
、
大
玉
ト
マ
ト
。
露
地

栽
培
で
は
ジ
ャ
ン
ボ
ピ
ー

マ
ン
の
ち
ぐ
さ
、
ス
イ
ー

ト
コ
ー
ン
、
さ
つ
ま
い
も
、

枝
豆
な
ど
、
色
々
育
て
て

い
ま
す
。

　

―
そ
れ
だ
け
の
野
菜
を

育
て
る
の
に
は
苦
労
も
多

い
と
思
う
の
で
す
が
。

　

作
業
は
二
人
で
や
っ
て

い
る
の
で
す
が
、
丹
精
込

め
て
育
て
た
作
物
が
収
穫

で
き
な
か
っ
た
と
き
が
一

番
つ
ら
い
で
す
ね
。
反
面
、

収
穫
で
き
た
時
の
喜
び
や

達
成
感
は
他
に
は
代
え
ら

れ
な
い
の
で
、
や
め
ら
れ

な
い
で
す
ね
。

　

―
農
業
の
魅
力
は
何
だ

と
思
い
ま
す
か
。

　

自
分
で
育
て
た
野
菜
が

世
に
出
て
お
客
様
に
た
く

さ
ん
食
べ
て
い
た
だ
き
、

喜
ん
で
も
ら
え
る
こ
と
で

す
。
あ
と
は
、
自
然
が
相

手
だ
か
ら
こ
そ
、
正
解
が

な
く
面
白
い
な
っ
て
感
じ

ま
す
。
日
々
の
気
温
や
雨

量
な
ど
は
、
毎
年
違
う
た

め
デ
ー
タ
で
合
わ
せ
て
い

く
こ
と
は
難
し
く
悩
む
こ

と
も
あ
り
ま
す
が
、
だ
か

ら
こ
そ
I
T
に
と
っ
て
か

わ
る
こ
と
が
で
き
な
い
、

人
の
手
で
し
か
で
き
な
い

仕
事
だ
と
い
う
誇
り
も
あ

り
ま
す
。

　

―
今
後
の
展
望
に
つ
い

て
。

　

人
が
集
ま
る
農
園
に
し

て
い
き
た
い
で
す
ね
。
若

い
人
と
一
緒
に
農
業
を

や
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

「
つ
る
や
フ
ァ
ー
ム
」
と
し

て
会
社
が
後
押
し
し
な
が

ら
、
自
立
的
に
生
産
を
し

て
も
ら
い
つ
つ
、
新
し
い

ア
イ
デ
ィ
ア
は
皆
で
出
し

つるやファーム株式会社
東広島市豊栄町清武4283番地

つるやファーム株式会社　天野 聡志 代表

INTERVIEW

若
人
が
集
ま
る
農
園
を
目
指
し
て

新
規
就
農
者
に
聞
く
！

就
農
４
年
目
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　農業を通じて人とのつながりが生ま
れ、日々、自然と向き合い進んでいる姿
に心を打たれました。
　また、農業の未来についても考えて
いることが聞けてとても良い体験にな
りました。農業はまず始めてみること
が大切。挑戦してみて一つ一つ課題を
解決していきながら、天野さんのよう
に農業に魅力を感じる人たちが増えて
いったらといいなと思いました。

合
っ
て
い
く
な
ど
、
情
報
、

機
械
、
人
材
の
共
有
と
い
っ

た
自
立
共
生
型
の
農
業
を

し
て
い
き
た
い
。
結
果
的

に
は
、
農
業
生
産
性
の
向

上
、
新
規
就
農
者
の
増
加

を
目
指
て
い
き
た
い
で
す
。

　

―
最
後
に
、
就
農
を
考

え
て
い
る
人
に
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

就
農
を
す
る
な
ら
一
日

で
も
早
く
取
り
掛
か
る
べ

き
で
す
。
時
間
は
刻
一
刻

と
過
ぎ
て
い
ま
す
。
一
日

で
も
早
く
種
を
蒔
い
て
、

自
然
に
慣
れ
て
い
く
こ
と

が
大
事
で
す
。
自
分
は
農

業
の
知
識
が
全
く
な
い
と

こ
ろ
か
ら
始
め
ま
し
た
が
、

最
初
は
独
学
で
勉
強
し
た

り
周
り
の
農
家
さ
ん
に
聞

い
た
り
し
て
、
3
、
4
年

目
は
細
か
く
栽
培
の
要
領

を
教
え
て
も
ら
い
な
が
ら
、

今
に
至
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
や
れ
ば
で
き
ま
す
。

2022

学
生
ラ
イ
タ
ー
／
広
島
大
学
４
年

渡
邊 

夏
未
さ
ん

取
材
を
終
え
て

　

就
農
し
て
４
年
目
。
広
島
市
内
か
ら
東
広
島
市
豊
栄
町
で
農
業
を
営
ん
で

い
る
「
つ
る
や
フ
ァ
ー
ム
」
の
天
野
聡
志
代
表
に
就
農
地
を
こ
の
場
所
に
選

ん
だ
ポ
イ
ン
ト
や
農
業
の
や
り
が
い
を
聞
い
て
み
ま
し
た
。

収穫したちぐさ（JA広島中央でかピー）

ハウスでトマトの手入れをする天野さん

無農薬で作る露地栽培の畑


